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第　

回
京
都
府
消

１８
防
操
法
大
会
が
開

催
さ
れ
、
府
内
各

地
の
消
防
団
員
約

１
９
０
０
人
が
小

型
ポ
ン
プ
操
法
と

ポ
ン
プ
車
操
法
の

２
部
門
で
訓
練
の

成
果
を
競
い
ま
し

た
。

　

こ
の
操
法
大
会

は
、
模
範
的
な
消

防
ポ
ン
プ
操
法

（
ポ
ン
プ
車
操
法
・

小
型
ポ
ン
プ
操

法
）
を
実
施
し
、

消
防
団
員
の
消
防

技
能
の
向
上
と
士

だ
け
で
な
く
、
同
伴
の
保
護
者
ら

も
子
ど
も
た
ち
の
作
業
を
手
伝
っ

た
り
し
て
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰

囲
気
の
中
、
参
加
者
全
員
が
『
小

物
入
れ
』
の
製
作
に
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

　

設
計
図
ど
お
り
に
ノ
コ
ギ
リ
で

板
を
切
り
、
金
づ
ち
で
釘
を
打
ち

つ
け
た
あ
と
、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー

で
磨
き
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
自
ら
の
出
来
ば
え

に
大
変
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
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８
月
１
日
（
日
）
に
府
立
丹
波

自
然
運
動
公
園
を
会
場
に
し
て
、

小
学
校
で
『
木
工
教
室
』
が
開
催

さ
れ
、
両
日
合
わ
せ
て
１
２
８
人

の
子
ど
も
や
保
護
者
ら
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
木
工
教
室
は
、
小
学
校
３

年
生
以
上
を
対
象
に
井
手
町
が
主

催
し
、
京
都
府
や
町
教
育
委
員

会
、
小
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
を

得
て
毎
年
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も

の
。

　

両
日
と
も
会
場
で
は
、
子
ど
も

町
の
首
長
や
議
会
議
長
並
び
に
顧

問
の
府
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
来

ひ
ん
と
し
て
山
城
広
域
振
興
局
長

や
山
城
北
・
南
土
木
事
務
所
長
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
汐
見
会
長
か
ら

「
宇
治
・
木
津
線
の
位
置
付
け
を
現

在
の
『
候
補
路
線
』
か
ら
『
計
画

路
線
』
へ
格
上
げ
さ
れ
る
よ
う
、

協
議
会
の
目
的
が
着
実
に
前
進
す

る
よ
う
に
、
今
後
も
み
な
さ
ん
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
事
業
報

１５

告
・
歳
入
歳
出
決
算
報
告
、
平
成

　

年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
予
算

１６案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

　
「
木
の
良
さ
・
つ
く
る
楽
し
み
を

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
」
と
、
夏
休

み
中
の
８
月
３
日
（
火
）
に
多
賀

小
学
校
で
、
６
日
（
金
）
に
井
手

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


	

　

木
津
川
右
岸
宇
治
木
津
線
道
路

新
設
促
進
協
議
会
（
会
長
＝
汐
見

明
男
井
手
町
長
）
の
平
成　

年
度

１６

総
会
が
、
８
月　

日
（
火
）、
山

１０

吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
南
山
城
地
方

に
お
け
る
木
津
川
右
岸
地
域
の
調

和
の
と
れ
た
発
展
に
向
け
て
、
宇

治
木
津
線
道
路
新
設
の
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
城
陽
市
・
山

城
町
・
木
津
町
・
井
手
町
の
１
市

３
町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
総
会
に
は
、
構
成
各
市

�����

� � � � � � �� � � � � � �

������

気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防
活
動
の

充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

　

今
大
会
に
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
に
第
１
分
団
第
３
部
（
石

垣
区
＝
奥
田
善
男
部
長
）
が
出
場

し
、
選
手
た
ち
は
６
月
初
め
か
ら

毎
週
３
日
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
夜
間
訓
練
を
行
っ
て
き
た
成
果

を
披
露
し
、
見
事
５
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
出
場
選
手
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

�
指
揮
者　

岡
田　

淳

�
一
番
員　

仁
木　

崇

�
二
番
員　

小
川　

督

�
三
番
員　

木
村
多
加
志
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泉
ヶ
丘
中
学
校
（
吉
川
博
文
校

長
）の
柔
道
個
人
の
中
谷
蘭
人
君
、

小
川
貴
憲
君
、
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
（
団
体
）
が
府
大
会
出
場
の

報
告
の
た
め
７
月　

日
（
月
）、　

２６

２７

日
（
火
）
に
町
役
場
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
主
将
の
中
坊

元
久
君
（
３
年
）
は
「
相
手
は
強

い
と
こ
ろ
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

１
ゲ
ー
ム
は
取
り
た
い
で
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
部
員
た
ち
は
緊
張
し

た
面
持
ち
を
見
せ
な
が
ら
も
、
意

欲
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

汐
見
町
長
は
、
部
員
ら
に
「
途
中

で
あ
き
ら
め
ず
に
、
最
後
ま
で
頑

張
っ
て
」
と
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
８
月
３
日
（
火
）
に
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
水

泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
に
出
場
す
る
、

中
坊
彩
さ
ん
（
２
年
）
も
町
役
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

中
坊
さ
ん
は
「
練
習
が
厳
し
く

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
友

達
や
両
親
が
支
え
に
な
っ
て
い
ま

す
。
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
て
決

勝
に
出
た
い
で
す
」
と
話
し
、
汐

見
町
長
は
「
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
出
せ
ば
大
丈
夫
。
周
り
の
雰
囲

気
に
飲
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
頑
張

っ
て
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

告
、
役
員
選
任
、
総
会
決
議
な
ど

が
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
に
続
い
て
行
わ
れ
た
記
念

講
演
で
は
「
望
ま
し
い
人
権
救
済

制
度
」
と
題
し
て
新
潟
大
学
法
科

大
学
院
山
崎
公
士
教
授
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
は
「
司
法
的
救
済
は

時
間
と
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
個

別
の
事
案
は
解
決
で
き
る
が
、
社

会
的
・
構
造
的
な
人
権
侵
害
や
差

別
事
案
を
抜
本
的
に
解
決
で
き
な

い
。
国
連
パ
リ
原
則
に
準
拠
し

た
、
政
府
か
ら
独
立
し
た
人
権
救

済
機
関
を
早
急
に
設
置
す
る
こ

と
。
廃
案
と
な
っ
た
人
権
擁
護
法

案
に
も
問
題
が
多
く
、
違
う
法
案

を
前
提
に
議
論
を
す
る
べ
き
」
と

述
べ
ら
れ
、
参
加
者
た
ち
は
メ
モ

を
取
る
な
ど
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

８
月　

日
（
火
）、
部
落
解
放
・

２４

人
権
政
策
確
立
要
求
山
城
地
区
実

行
委
員
会
（
汐
見
明
男
実
行
委
員

長
＝
井
手
町
長
）
の
第　

回
総
会

２０

が
山
城
町
の
ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ

で
開
催
さ
れ
、　

市
町
村
の
実
行

１７

委
員
会
か
ら
約
４
０
０
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
汐
見
実
行
委

員
長
は
「
長
年
続
け
て
ま
い
り
ま

し
た
私
た
ち
の
運
動
は
、
様
々
な

人
権
問
題
に
関
わ
る
法
律
策
定
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
権

に
関
す
る
法
律
の
必
要
性
が
浸
透

し
、
人
権
意
識
の
高
揚
と
定
着
に

そ
の
成
果
が
み
ら
れ
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
来
ひ
ん
の
部
落
解

放
・
人
権
政
策
要
求
京
都
府
実
行

委
員
会
の
大
野
昭
則
副
実
行
委
員

長
、
奥
原
恒
興
山
城
広
域
振
興
局

長
ら
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
報

�
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�
�
�
�
�
	


�

�
�
���
�
�
�
�
	

　

８
月
５
日
（
木
）、
立
命
館
大
学

と
東
西
大
学
（
韓
国
釜
山
市
）
の

学
生
が
井
手
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
訪
れ
た
の
は
、
今
年
度
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
井
手
町
を
訪
れ
て
い
る
立
命
館

大
学
の　

人
と
東
西
大
学
の　

１３

１４

人
。

　

両
大
学
で
は
お
互
い
の
国
の
文

化
を
テ
ー
マ
に
衛
星
回
線
を
使
っ

て
遠
隔
授
業
を
行
っ
て
お
り
、
こ

の
日
は
現
地
学
習
の
一
環
で
、
京

都
市
の
下
鴨
神
社
、
東
寺
、
稲
荷

大
社
、
宇
治
市
の
万
福
寺
な
ど
を

訪
れ
、
最
後
に
井
手
町
を
訪
問
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
市
町
村

合
併
、
地
方
分
権
や
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
後
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
を
見
学
し
ま

し
た
。

��������	
�������

����������	
 ��������	
������	
��

��������	
��

�����

��������	




������������ �

���������	
������
�������

���������	
��������������

��������	
���������������

���������	
������������

��������	
��������������

�������

���������	
�����������

��������	
�������������

��������	
������������

��������	
������������

��������	��
��	��������

��������	
����

���������	���
���������

��������	
��������������

��������	
��������������

��������	
�������������

��������	
��������������

��������	

����������	
�����������

��������	
��������������

��������	
��������������	

��������	
�������

��������	
������������

��������

��������	
�������������

��������	
������������

��������	
�������������

��������	
����������

��������	
��������	���

��������	
�
����������

��������	
������
�����

��������	
�����



　　　　���������

　

１
１
９
番
へ
か
け
た
ら
ま
ず
、

「
火
事
」
ま
た
は
「
救
急
車
」
の

別
を
は
っ
き
り
と
。
通
報
す
る
と

き
は
、
正
確
な
情
報
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

　
「
町
名
と
番
地
」
が
分
か
れ
ば
、

時
間
の
短
縮
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

①
「
火
事
で
す
」

②
「
場
所
は
、
井
手
町
大
字
○
○

小
字
□
□
、
△
△
番
地
で
す
」（
△

□
事
務
所
の
北
側
３
軒
目
で
す
）

③
「
家
が
燃
え
て
い
ま
す
」（
何
階

建
て
か
伝
え
る
）

④「
私
の
名
前
は
井
手
太
郎
で
す
。

今
使
っ
て
い
る
電
話
番
号
は　

‐
１２

３
４
５
６
で
す
」

�
�
�
�
�
�

①
「
救
急
で
す
」

②
「
場
所
は
、
井
手
町
大
字
○
○

小
字
□
□
、
△
△
番
地
で
す
」（
△

□
事
務
所
の
北
側
３
軒
目
で
す
）

③
怪
我
・
事
故
の
状
況
（
交
通
事

故
の
場
合
は
事
故
状
況
）

④「
私
の
名
前
は
井
手
太
郎
で
す
。

今
使
っ
て
い
る
電
話
番
号
は　

‐
１２

３
４
５
６
で
す
」

▽
火
災
・
救
急
い
ず
れ
の
場
合
も

内
容
を
具
体
的
に

�
ど
う
し
て
ケ
ガ
を
し
た
の
か
、

あ
る
い
は
ど
ん
な
状
態
で
発
病
し

た
の
か
を
伝
え
る

�
今
、
ど
ん
な
状
態
を
し
て
い
る

の
か
、
見
た
ま
ま
の
状
態
を
簡
単

に
伝
え
る

�
怪
我
人
が
た
く
さ
ん
い
た
ら
、

忘
れ
ず
に
話
す

▽
現
場
に
救
急
隊
が
到
着
し
た

ら
、
次
の
こ
と
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い

�
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
容

態
の
変
化

�
あ
な
た
が
傷
病
者
の
た
め
に
行

っ
た
、
応
急
手
当
の
内
容

�
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名
や
か

か
り
つ
け
の
病
院
名

�
�
�
�
����
�
�
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携
帯
電
話
に
よ
る
１
１
９
番
通

報
は
、
局
番
な
し
で
１
１
９
を
ダ

イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
で
か
か
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
地
域
の
消
防
本

部
に
直
接
か
か
る
の
で
は
な
く
、

別
の
消
防
本
部
に
直
接
電
話
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
電
話
が
つ
な
が

れ
ば
最
初
に
「
井
手
町
」
か
ら
電

話
を
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
波
を
利
用
し
て
い
る

た
め
、
万
が
一
、
他
府
県
の
消
防

本
部
に
つ
な
が
っ
た
場
合
は
、
場

所
を
詳
し
く
説
明
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
携
帯
電
話
通
報
の
要
領

①
災
害
発
生
場
所
の
市
町
村
名

（
わ
か
ら
な
い
場
合
は
大
き
な
目

標
物
）

②
災
害
発
生
場
所
及
び
事
故
内
容

（
管
轄
の
消
防
本
部
に
伝
え
る
）

③
通
報
に
使
用
し
て
い
る
携
帯
電

話
の
電
話
番
号

④
通
報
者
の
名
前

※
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通

報
は
、
か
け
る
場
所
に
よ
っ
て
か

か
ら
な
い
こ
と
や
通
話
中
に
切
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
で
き
る
だ
け
加

入
電
話
や
公
衆
電
話
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
火
災
、
地
震
、
暴
風
雨
な
ど
の

災
害
で
、
傷
病
者
が
出
た
場
合

�
交
通
事
故
、
運
動
競
技
中
の
事

故
な
ど
屋
外
や
公
衆
の
出
入
り
す

る
場
所
で
、
傷
病
者
が
出
た
と
き

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
分
署

（
℡　

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�藤

林
旬
子
（
井
手
町
）

▽
桜
の
散
る
様
子
を
「
モ
ー
ツ
ア

ル
ト
」
の
曲
の
比
喩
で
見
事
に
と

ら
え
て
歌
っ
て
い
る

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�



中
坊
光
子
（
井
手
町
）

▽
玉
川
を
渡
っ
て
い
る
人
を
う
た

う
に
「
花
の
人
」
と
は
、
ま
こ
と

に
言
い
得
て
妙

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
山
田
浩
子
（
井
手
町
）

▽
目
を
閉
じ
て
じ
っ
と
し
て
い
た

ら
桜
の
声
と
小
町
の
声
が
聞
こ
え

て
き
た
の
で
あ
ろ
う

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

澤
村
越
石
（
京
都
市
）

▽
「
巨
石
」
と
「
小
町
」
の
対
照

の
妙
。
三
句
目
の
「
風
光
る
」
が

ま
こ
と
に
よ
く
効
い
て
い
る

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

堀
部
織
女
（
亀
岡
市
）

▽
芝
桜
で
囲
ま
れ
、
守
ら
れ
て
い

る
「
小
町
塚
」
が
目
に
見
え
る
よ

う
で
あ
る

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	



安
田
敏
子
（
井
手
町
）

▽
最
後
の
七
音
の「
老
鶯
の
鳴
く
」

に
、
見
事
に
自
己
の
感
激
を
重
ね

て
詠
み
込
ん
で
い
る

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

中
坊
和
子
（
井
手
町
）

▽
両
岸
の
満
開
の
桜
並
木
を「
橋
」

と
「
電
車
」
が
見
事
に
繋
い
で
い

る
の
で
あ
る

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

川
北
昭
代
（
奈
良
県
天
理
市
）

▽
桜
の
満
開
の
様
子
を
上
句
で
う

ま
く
形
象
化
し
、
最
後
の
「
ま
る

ご
と
の
春
」
で
と
ら
え
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�天

野
一
郎
（
井
手
町
）

▽
「
井
手
」
と
「
イ
ラ
ク
」
を
見

事
に
「
櫻
」
で
繋
い
で
、
現
代
の

状
況
を
う
た
い
込
ん
で
い
る

【
論
評
】

上
田　

博
（
立
命
館
大
学
教
授
）

安
森
敏
隆
（
同
志
社
女
子
大
学
教

授
）

��������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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������������ �

　

１
年
度
あ
た
り　

万
円
を
上
限

１０

に
、
通
算
２
年
度
ま
で
助
成

�
�
�
�
�
�

　

申
請
書
、
特
定
不
妊
治
療
を
実

施
し
た
指
定
医
療
機
関
が
発
行
す

る
受
診
証
明
書
等
を
提
出
す
る

�
�
�
�

　

井
手
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

山
城
北
保
健
所
（
綴
喜
分
室
も
含

む
）、
京
都
府
こ
ど
も
未
来
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
こ

ど
も
未
来
室
（
℡
０
７
５
‐
４
１

４
‐
４
５
８
０
）
ま
で

【
献
血
】

日
時
／　

月
６
日
（
水
）

１０

�
午
前　

時
〜　

時　

ワ
タ
キ
ュ

１０

１１

ー
セ
イ
モ
ア

�
午
後
０
時
半
〜
２
時
半　

山
城

自
動
車
教
習
所

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡　

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の

申
請
受
付
を
開
始

　

京
都
府
は
、
不
妊
治
療
を
受
け

て
い
る
夫
婦
に
対
し
て
保
険
適
用

外
で
あ
る
治
療
に
要
す
る
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
助
成
を
受
け
る
に

は
次
の
１
、
２
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

不
妊
治
療
の
う
ち
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
体
外
受
精
と
顕
微
授
精

�
�
�
�
�

①
夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一
方
が
府

内
在
住
で
法
律
上
、
婚
姻
関
係

に
あ
る

②
知
事
が
指
定
し
た
医
療
機
関
で

特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た

③
特
定
の
不
妊
治
療
を
し
な
け
れ

ば
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か
、

可
能
性
が
極
め
て
低
い
と
医
師

に
診
断
さ
れ
た

④
前
年
度
の
所
得
が
夫
婦
合
算
し

て
６
５
０
万
円
未
満
で
あ
る

�
�
�
�
�

日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

��������
��������	
�

��������	
����������
���������	
��		�

　

現
在
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の

約
６
割
を
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒

中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣

病
を
予
防
・
改
善
す
る
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
の
「
健
康
づ
く
り
」
が

重
要
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
は
日
々
の

生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
な
点
に
注

意
し
て
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
て

い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
あ

な
た
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど

の
生
活
習
慣
病
は
、
食
生
活
と
の

関
係
が
深
い
疾
病
で
す
。
食
生
活

の
問
題
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

過
剰
摂
取
、
脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
比

率
の
増
加
、
塩
分
の
過
剰
摂
取
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
不
足
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一

人
が
栄
養
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
身
に
付
け
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

運
動
に
は
生
活
習
慣
病
の
予
防

以
外
に
も
、
体
力
づ
く
り
や
ス
ト

レ
ス
解
消
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
運
動
習

慣
者
（
１
回　

分
以
上
の
運
動
を

３０

週
２
回
以
上
実
施
し
、
１
年
以
上

持
続
し
て
い
る
人
）
は
、　

・
７

２９

％（
厚
生
労
働
省：

平
成　

年「
国

１４

民
栄
養
調
査
」）と
３
割
に
も
満
た

な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

生
活
の
中
で
無
理
な
く
運
動
を

続
け
る
こ
と
で
、
健
康
は
維
持
で

き
ま
す
。
例
え
ば
１
回　

分
以

３０

上
、
週
２
回
以
上
を
目
標
に
、
息

が
は
ず
む
程
度
の
ス
ピ
ー
ド
で
歩

く
な
ど
の
運
動
は
手
軽
に
行
え
て

お
勧
め
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

ふ
だ
ん
か
ら
、
肉
体
的
な
疲
労

を
感
じ
て
い
る
人
は　

・
３
％
、

６１

精
神
的
な
疲
労
を
感
じ
て
い
る
人

は　

・
０
％
（
内
閣
府
・
平
成　

５５

１６

年
「
体
力
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

世
論
調
査
」）
と
、
と
も
に
過
半
数

を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

疲
労
の
蓄
積
が
健
康
を
損
な
う
原

因
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
疲
労

回
復
に
は
、
何
よ
り
も
十
分
な
休

養
が
必
要
で
す
。
特
に
睡
眠
不
足

は
大
敵
。
快
適
な
睡
眠
の
た
め

に
、
就
寝
前
の
ア
ル
コ
ー
ル
や
カ

フ
ェ
イ
ン
の
摂
取
を
控
え
ま
し
ょ

う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

日
々
の
小
さ
な
努
力
の
積
み
重

ね
が
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、

あ
な
た
の
健
康
を
守
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

健
康
日
本　
 ２１

「　

世
紀
に
お
け
る 

２１国
民
健
康
づ
く
り
運
動
」

　

壮
年
期
死
亡
の
減
少
、
健
康
寿

命
（
痴
呆
や
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
状
態
で
生
活
で
き
る
期
間
）
を

伸
ば
す
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
は
平
成　

年
よ

１２

り
、
健
康
日
本　

を
推
進
し
て
い

２１

ま
す
。

　

健
康
日
本　

で
は
、「
栄
養
・
食

２１

生
活
」「
身
体
活
動
」「
休
養
・
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
」「
た
ば
こ
」「
ア

ル
コ
ー
ル
」「
歯
の
健
康
」「
糖
尿

病
」「
循
環
器
病
」「
が
ん
」
の
９
つ

の
項
目
に
つ
い
て
健
康
づ
く
り
の

具
体
的
な
目
標
を
定
め
、
そ
の
た

め
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

健
康
増
進
普
及
月
間　

９
月
１
日
〜　

日
３０

生
活
習
慣
を
見
直
し
て

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
も
う



　　　　���������

　

平
成　

年
５
月
「
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑

１６

事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し
ま
し
た
。

公
布
の
日
（
平
成　

年
５
月　

日
）
か
ら
５

１６

２８

年
以
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん
に
裁

判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場

合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一

緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　

国
民
の
み
な
さ
ん
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
が
身
近
で
分
か
り
や

す
い
も
の
と
な
り
司
法
に
対
す
る
信
頼
の
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
は
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
等
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

裁
判
員
制
度
Ｑ
＆
Ａ

�
�
裁
判
員
制
度
っ
て
な
に
？

�
�
国
民
の
み
な
さ
ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑

事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告
人
が
有

罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑

に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら

う
制
度
で
す
。

　

国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
は
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
等

で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

�
�
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
何
が
変
わ
る

の
？

�
�
法
律
の
専
門
家
で
は
な
い
国
民
の
み
な

さ
ん
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
裁
判
が
身
近
で
分
か
り
や
す
い
も
の
と

な
り
、
司
法
に
対
す
る
信
頼
の
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

�
�
い
つ
か
ら
実
施
さ
れ
る
の
？

�
�
「
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関

す
る
法
律
」
の
公
布
の
日
（
平
成　

年
５
月

１６

　

日
）
か
ら
５
年
以
内
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

２８
�
�
裁
判
員
は
ど
う
や
っ
て
選
ば
れ
る
の
？

�
�　

歳
以
上
の
国
民
の
み
な
さ
ん
の
中
か

２０

ら
、
抽
選
で
候
補
者
を
選
び
ま
す
。
実
際
に

裁
判
員
に
な
る
の
は
、
こ
の
候
補
者
の
中
か

ら
、
事
件
ご
と
に
選
任
の
た
め
の
手
続
に
よ

り
選
ば
れ
た
人
た
ち
で
す
。

�
�
裁
判
員
は
何
を
す
る
の
？

�
�
裁
判
官
３
人
と
裁
判
員
６
人
が
一
組
と

な
り
、
法
廷
で
検
察
官
の
主
張
や
被
告
人
・

弁
護
人
の
主
張，

証
拠
の
内
容
を
見
聞
き
し

た
上
で
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
ま
た

有
罪
で
あ
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
刑
が

適
当
か
を
議
論
し
て
決
め
ま
す
。

�
�
裁
判
員
は
ど
ん
な
事
件
に
参
加
す
る

の
？

�
�
殺
人
罪
、
強
盗
致
死
傷
罪
、
放
火
罪
な

ど
の
重
大
事
件
で
す
。

�
�
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
る
と
ど
の
く
ら
い

の
期
間
、
裁
判
所
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
？

�
�
多
く
の
裁
判
は
、
数
日
間
で
終
わ
り
ま

す
。
裁
判
所
と
し
て
も
充
実
し
た
裁
判
を
行

い
、
国
民
の
み
な
さ
ん
の
負
担
を
軽
く
す
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

�
�
私
は
法
律
を
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
大
丈

夫
な
の
？

�
�
裁
判
員
の
仕
事
を
し
て
い
た
だ
く
の
に

必
要
な
知
識
、
例
え
ば，
裁
判
員
の
権
限
や
、

刑
事
裁
判
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
、
法
律
の
内

容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
が
て
い
ね
い

に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

�
�
裁
判
員
に
な
る
こ
と
は
辞
退
で
き
な
い

の
？

�
�
広
く
国
民
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
の
で
、
基
本
的
に
辞
退
は

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

学
生
や　

歳
以
上
の
方
は
辞
退
で
き
ま
す

７０

し
、
病
気
や
介
護
な
ど
の
事
情
で
裁
判
所
に

来
る
こ
と
が
難
し
い
と
認
め
ら
れ
た
方
も
辞

退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

�
�
経
済
的
な
補
償
は
し
て
も
ら
え
る
の
？

�
�
旅
費
や
日
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
法
律
に
よ
っ
て
裁
判
員
の
職
務
を
行

う
の
に
必
要
な
時
間
は
職
場
を
離
れ
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
主

は
、
裁
判
員
の
職
務
を
行
う
た
め
に
休
暇
を

と
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
不
利
益

な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

＊詳しくは、裁判所ホームページhttp://www.courts.go.jp/をご覧ください。

��������	

裁
判
員
が
参
加
す
る

裁
判
の
流
れ

裁
判
員
名
簿
が

作
ら
れ
る　
　

▼

裁
判
員
候
補
者

と
し
て
裁
判
所

に
呼
ば
れ
る　

▼

裁
判
員
が
選
ば
れ
る

（
裁
判
員
等
選
任
手
続
き
）

終　

了

●裁判所からのお知らせ

裁判の流れ

公
判
前
整
理
手
続

（
裁
判
員
は
参
加
し
な
い
）

▼

公
判
審
理

▼

評
議
・
評
決

▼

判
決
の
宣
告

裁判員に選ばれるまで
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《
カ
ラ
オ
ケ
》

日
時
／
９
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

２２

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
研
修
棟

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



日
時
／　

月
５
日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜

１０

講
師
／
野
洲
町
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　

山
本
剛
さ
ん

内
容
／
「
ご
先
祖
さ
ん
の
お
名
前
は
〜
人
権
を
尊

重
す
る
た
め
に
〜
」

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

日
時
／
９
月　

日
（
金
）

２４

　
　

／　

月
８
日
（
金
）

１０

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
半
〜
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�
申
込
は
不
要
で
す

�
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

�
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡　

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
映
画
会
》

日
時
／
９
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

２２

場
所
／
賀
泉
苑

《
赤
飯
ま
ん
じ
ゅ
う
づ
く
り
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１０

２０

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の

６０

あ
る
方

費
用
／
い
ず
れ
も
２
０
０
円

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

１０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

英
語
指
導
助
手
ジ
ョ
ン
・
ラ
イ
ス
さ
ん
の
お
手

伝
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
ジ
ョ
ン

さ
ん
に
日
本
語
や
文
化
、
井
手
町
に
つ
い
て
文
化

祭
な
ど
で
国
際
交
流
の
手
助
け
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
℡　

‐
４
３
３
３
）
ま
で
。

８２

講
座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
９
月　

日
（
火
）

２８

　
　

／　

月　

日
（
火
）

１０

１２

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

日
時
／　

月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
大
正
琴
》

日
時
／
９
月　

日
（
金
）
午
前　

時
〜

２４

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
》

日
時
／
９
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜

３０

持
ち
物
／
筆
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
用
絵
の
具
・
材

料《太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
９
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１７

２４

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
９
月　

日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜

２８

内
容
／

＊
リ
ユ
ー
ス
家
具
や
再
生
自
転
車
の
リ
サ
イ
ク
ル

市
＊
和
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
（
要
事
前
予
約
）

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
２
４
０
店
）

＊
自
転
車
タ
ク
シ
ー
（
乗
車
さ
れ
た
方
に
、
め
だ

か
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
）

＊
新
鮮
野
菜
の
朝
市

＊
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
（
要
事
前
予
約
）

＊
各
種
啓
発
コ
ー
ナ
ー

＊
子
ど
も
あ
そ
び
の
広
場

＊
下
水
道
ま
つ
り　

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
・
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
、
来
場
者
に
は
水
切
り
袋
・
エ

コ
・
京
レ
ン
ガ
（
数
量
制
限
有
）
を
進
呈

※
会
場
へ
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
、
無
料
バ
ス

を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
自
家
用
車
の
場
合
は
乗

り
合
わ
せ
で
ご
来
場
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
衛
生
課
ま
た
は
下
水

道
課
（
℡　

‐
２
０
０
１
）
ま
で
。

８２

町
民
体
育
大
会 

　

月
３
日（
日
）に
開
催

１０

　

井
手
町
体
育
協
会
（
奥
田
武
彦
会
長
）
主
催
の

第　

回
町
民
体
育
大
会
が
、　

月
３
日
（
日
）
午

３３

１０

前
８
時　

分
よ
り
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

１５

会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
大
会
も
、
恒
例
の
区
対
抗
リ
レ
ー
や
玉

入
れ
な
ど
の
種
目
に
加
え
、
コ
ー
ス
途
中
に
用
意

さ
れ
た
食
べ
物
を
食
べ
切
っ
て
ゴ
ー
ル
す
る
『
食

べ
物
が
い
っ
ぱ
い
』
や
、『
京
都
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
』

の
種
目
で
、
井
手
町
で
も
京
都
記
録
を
持
っ
て
い

る
『
ゴ
ム
長
ギ
ネ
ス
』
や
『
人
間 
流
鏑
馬 
』
な
ど

や
ぶ
さ
め

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

月　

日 

１０

３１

環
境
ま
つ
り
・
下
水
道
ま
つ
り
開
催

日
時
／　

月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

３１

１０

※
雨
天
の
場
合
は　

月
７
日
（
日
）
に
順
延

１１

場
所
／
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
運
動
広
場
・
城
南
衛

生
管
理
組
合
（
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
沢
）

�������

���������������

���������
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シャトルバス時刻表
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!
�
�

�
�
�
�
�
�

　

金
銭
・
土
地
家
屋
・
交
通
事
故
、
そ
の
他
の
紛

争
の
解
決
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内

容
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
／　

月
７
日
（
木
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

１０

場
所
／
木
津
町
中
央
公
民
館
（
相
楽
郡
木
津
町
南

垣
外
１
１
０
‐
９
）

＊
費
用
は
無
料
で
予
約
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん

＊
民
事
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
木
津
調
停
協
会
（
木
津
簡

易
裁
判
所
内：

℡　

‐
０
１
５
５
）
ま
で

７２

�
�
�
�
�
�

日
時
／
９
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

３０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
／　

月　

日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

１０

１５

場
所
／
賀
泉
苑

＊
持
ち
物
／
健
康
手
帳

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
育
児
相
談
・
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１０

２０

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
》

日
時
／　

月
６
日
（
水
）・　

日
（
火
）

１０

１９

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
妊
婦
及
び
家
族

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
	
��

こ
う
げ
ん

日
時
／
９
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
半
〜
４
時
半

２７

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
（
宇
治
市
宇
治
若

森
７
―
６
宇
治
総
合
庁
舎
内
）

対
象
／
膠
原
病
及
び
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族

※
膠
原
病
と
は
…
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
全
身
エ
リ

年
〜
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／　

月
１
日
（
金
）

１０

�
生
後
３
ヶ
月
〜　

ヶ
月
ま
で
で
す
が
、
で
き
る

９０

だ
け
３
ヶ
月
〜　

ヶ
月
の
間
に
２
回
服
用
し
て
く

１８

だ
さ
い

＊
受
付
／
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
と
予
診
表
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

各
種
相
談

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／　

月
６
日
（
水
）
午
後
２
時
〜

１０

場
所
／
井
手
町
商
工
会
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宇
治
税
務
署
（
℡　

‐
４

４４

１
４
１
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

日
時
／
９
月　

日
（
月
）

２７

　
　

／　

月
４
日
（
月
）

１０

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
９
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と

祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
９
月　

日
（
金
）

２４

　
　

／　

月　

日
（
木
）

１０

２１

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／　

歳
以
上

４０

�
�
�
�

日
時
／　

月
６
日
（
水
）

１０

�
午
前　

時
〜　

時　

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア

１０

１１

�
午
後
０
時
半
〜
２
時
半　

山
城
自
動
車
教
習
所

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
乳
児
健
診
》

日
時
／　

月
４
日
（
月
）

１０

　
　
　

受
付：

午
後
１
時
〜
１
時
半

対
象
／
３
ヶ
月
〜
５
ヶ
月
児
（
Ｈ　

・
５
・　

か

１６

１３

ら
Ｈ　

・
７
・
４
生
ま
れ
）

１６

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
三
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
）》

日
時
／　

月
５
日
（
火
）

１０

�
第
一
期
初
回
は
生
後
６
ヶ
月
か
ら
６
歳
ま
で
に

３
回
接
種
、
で
き
る
だ
け
４
歳
ま
で
に
完
了
し
て

く
だ
さ
い

�
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
、
１

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

農
地
に
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
所
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
隣
接
農
地
等
の
迷
惑
と
な

り
ま
す
の
で
、
各
自
責
任
を
持
っ
て
管
理
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　町営住宅の入居者を次のとおり募集します。
����／井手町大字井手小字段ノ下地内
�����／北団地および南団地
����／６戸（一般向け３戸、高齢者・障害者向け３戸）
����／平成１６年１０月４日（月）～１５日（金）（土曜・日曜・祝

日を除く）
�����／募集案内等は、９月２７日（月）より、いづみ人権交

流センター（旧いづみ隣保館）で配布
＊お申し込み・お問い合わせは、いづみ人権交流センター（℡
８２‐３３８０）まで

���������������
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
多
発
筋
炎
、
慢
性
（
悪

性
）
関
節
リ
ウ
マ
チ

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・
助
言

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構　

宇

多
野
病
院　

柳
田
英
寿
医
師

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
山

城
北
保
健
所
保
健
室
（
℡　

‐
２
９
１
１
）
ま
で

２１



��������������

�
視
聴
覚
資
料
は
一
人
３
点
、
１
週
間

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�


�
�
�
�

「
空
の
剣 
男
谷
精
一
郎
の
孤
独
」

 

　

高
橋
三
千
綱

「
永
遠
の
朝
の
暗
闇
」 　

岩
井
志
麻
子

「
純
白
の
証
明
」 

　

森
村
誠
一

「
そ
れ
か
ら
ど
う
な
る 
我
が
老
後
」

 

　

佐
藤
愛
子

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

４
月
〜
９
月
午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

　

月
〜
３
月
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

１０

�
�
�
��
�
�
�
�
	

��

●
９
月　

・　

・　

・　

・　

日

１３

２１

２４

２７

３０

●　

月
４
・　

・　

・　

・　

日

１０

１２

１８

２５

２８

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

「
猫
も
杓
子
も
猫
か
ぶ
り 
猫
の
似
づ
ら

絵
師
」 

　

出
久
根
達
郎

「
有
元
葉
子
の
魚
料
理
」 　

有
元
葉
子

�
�
�
�

「
シ
ッ
プ
船
長
と
い
る
か
の
イ
ッ
ト
ち

ゃ
ん
」 

　

角
野
栄
子

「
ラ
イ
オ
ン
の
し
ご
と
」 　

竹
田
津
実

「
た
い
せ
つ
な
た
い
せ
つ
な
ぼ
く
の
と

も
だ
ち
」 

　

Ｊ
・
ビ
ュ
ッ
カ
ー

「
く
ろ
く
ん
と
ふ
し
ぎ
な
と
も
だ
ち
」

 

　

な
か
や
み
わ

�
�
�
��
�
�
�
�
	


�

��

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

�
　

月
９
日
（
土
）

１０
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

�
９
月　

日
（
土
）

１８

�
　

月　

日
（
土
）

１０

１６

　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

オーダーメイド・イン・キョウト
昔から伝統工芸をはじめ、
若手のクリエイターも集う
オーダーメイド天国・京都
で、おあつらえ品を作って
みませんか？オーダーする
ためのイロハから、手間隙
の内訳まで、メイド・イン・
京都をオーダーする魅力を
紹介。

ライオンボーイⅡ
ジズー・コーダ著
ぼくは、何があってもあき
らめない！海に浮かぶ街、
消えた国、革命、アレルゲ
ニーの謎. …。ネコ語を話
すチャーリーの勇気と感動
の大冒険ファンタジー３部
作の第２弾。

ふにゅう
川端裕人著
「一度でいい。かわいい愛
娘に、母乳ならぬ父乳をや
ってみたい！」仕事に燃え
るママに代わって育児に頑
張るパパの「超現実」を描
いた、思わず苦笑の小説集。
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�
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�

�
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�
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�
�

�

�
�
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は　

歳
に
な

６０

る
ま
で
保
険
料
を
納
め
て
、　

歳
に
な
っ
た
と

６５

き
も
ら
え
る
終
身
年
金
で
す
。
一
方
、
老
齢
厚

生
年
金
に
加
算
さ
れ
る
加
給
年
金
は
妻
の
い
る

場
合
に
支
給
さ
れ
る
家
族
手
当
と
い
っ
た
も
の

で
、
妻
が　

歳
に
な
る
と
支
給
さ
れ
な
く
な

６５

り
、
妻
の
年
金
に
振
り
替
え
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
妻
自
身
が
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

あ
な
た
も
夫
の
年
金
だ
け
で
大
丈
夫
と
思
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
夫
に
支
給
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
な
た
の
年
金
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
老
後
に
備
え
て　

歳
ま
で
納

６０

め
て
あ
な
た
自
身
の
年
金
を
少
し
で
も
多
く
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆絵本の贈呈
（平成１３年４月２日から平成１６年４月１日生ま
れ、お申込をされた方）
日時／９月１１日（土）、１２日（日）、１９日（日）
　いずれも、午前１０時半～・午後１時半～・午
後３時～
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL８２-２００１）まで。

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５-６３１-５１７１）まで。
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 収集できないもの 

�タイヤ・バイク・土砂・コンクリ
ート・危険物処理困難物（農薬・
薬品・灯油・ガソリン・オイル
類・ペンキ類・火薬類・ガスボン
ベ）消火器・バッテリー・産業廃
棄物・建築廃棄物は収集できませ
ん。

◎使用済みバッテリーは、購入され
た販売店にお渡し下さい。

��������	�　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
あ
な
た
の
家
庭
の
電
気
や

ガ
ス
な
ど
の
使
用
量
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
家
庭
か
ら
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
が
容
易
に
把
握
で
き
る
と
と
も
に
、
一
般
家
庭

の
平
均
値
と
比
較
・
評
価
で
き
ま
す
。

　

環
境
に
も
家
計
に
も
や
さ
し
い
環
境
家
計
簿
を
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

①http://w
w
w
.pref.kyoto.jp/intro/21cent/kankyo/

kakeibo/system
/ 　

に
ア
ク
セ
ス

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
入
力　

各
月
の
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
使
用
量
を
入
力

　

↓
平
均
的
な
家
庭
と
の
比
較
・
毎
月
の
変
化
な
ど
が
表
示
さ

れ
ま
す

③
省
エ
ネ
度
を
入
力　

エ
コ
ラ
イ
フ
に
関
す
る
簡
単
な
質
問
に

回
答

　

↓
エ
コ
ラ
イ
フ
チ
ェ
ッ
ク　

あ
な
た
の
省
エ
ネ
意
識
を
グ
ラ

フ
と
得
点
で
表
示
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
企
画
環
境
部
地
球
温
暖
化
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
℡
０
７
５
―
４
１
４
―
４
７
０
８
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
家
計
簿
の
ご
利
用
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
家
計
簿
の
ご
利
用
を
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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電話番号名　　称
82－2001

2160
2237
2468
3290

井手町役場

82－4333
82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

82－3385保健センター
82－2070泉ヶ丘中学校
82－2119井手小学校
82－4412井手小学校有王分校
82－2112多賀小学校
82－2153玉川保育園
82－2225多賀保育園
82－4160いづみ保育園
82－4651環境衛生センター
82－3617学校給食センター
82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
99－4318町立デイサービスセンター
82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
82－3000京田辺市消防署　井手分署

����
��
������
��

��������	
�

����：分類：フウセンタケ科
����：ボウズタケ
����：秋
����：食　

　傘は４～１５センチメ
ートル。ひだは白色、
後にさび色になります。
柄は高さ６～１５センチ
メートルほどです。柄
にはつばがついていま
すが、やがてなくなっ

�
�
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�
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��

てしまいます。秋にアカマツなどの針葉樹林（ときに広
葉樹林）内の地上に発生します。味がよく、食用にされ
ます。 
　井手町では、ズボタケまたはズボンタケという名前で
呼んでおり、非常にたくさん採れます。すき焼きのとき
に肉と一緒に食べたり、ゆがいてから洗ったものを塩漬
けにして、保存食にしたそうです。

～井手町自然～井手町自然
ガイドブックからガイドブックから～～

�
�
�
�

����

�� � �� �� ���

������

　広報いで８号掲載の「おめでとうございま
す」の氏名に誤りがありました。
　謹んでお詫び申し上げるとともに、以下の
ように訂正させていただきます。


